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第４号様式（第８条関係） 

議  事  録 

会議名 
平成29年度第2回寒川町まち・ひと・しごと創生総合戦略策定等外

部委員会 

開催日時 平成29年10月19日（木）午前9時30分から午前11時35分 

開催場所  寒川町消防本部 3階 講堂 

出席者名、

欠席者名及

び傍聴者数 

＜委員＞ 

田中雄介、大谷勝彦、伊與田能輝、鈴木潔、太田良勝、 

梅村仁、豊田敏樹、沖本雅樹、岡﨑光穂、前田久子、大山貴子 

 

（欠席者） 

金子一茂、今井裕樹、松島幸司、青木幸恵 

 

＜事務局＞ 

寒川町長：木村俊雄 

企画政策課長：高橋陽一、同主幹：青木裕昭、 

同主査：三澤忠広、同主任主事：三澤功一 

 

＜事業担当課＞ 

広報戦略課長：大八木清勝、協働文化推進課主幹：米山紀一、 

町民安全課長：田中弘文、子育て支援課副技幹：今澤みつ子、 

同主査：秋庭浩子、保育・青少年課長：原田健一、 

産業振興課副主幹：大平弓、同主査：遠藤孝、 

都市計画課長：小林正直、教育総務課主査：奥谷浩二、 

学校教育課長：臼井浩美 

 

※ 傍聴者なし 

議 題 
（1）委員長及び副委員長の選出 

（2）平成29年度上半期実施の総合戦略事業の進捗状況について 

決定事項 

議事- (1) 委員長及び副委員長の選出 

【委員長：梅村 仁、副委員長：沖本 雅樹】 

議事-(2) 平成29年度上半期実施の総合戦略事業の進捗状況について 

【事務局から内容説明し、委員から別添のとおり各種意見等あり】 

公開又は非

公開の別 

 

公開 

非公開の場合

その理由（一

部非公開の場

合を含む） 

 

 
議事の経過 

○開会○開会○開会○開会（議事までの間、高橋課長が司会進行）  

 ・委員委嘱状交付 

 ・町長あいさつ 

 ・委員自己紹介 

 ・事務局及び事業担当課出席者自己紹介 
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（所用により町長退出） 

 

○議題○議題○議題○議題（議事進行：委員長の選出まで事務局） 

（１）委員長及（１）委員長及（１）委員長及（１）委員長及び副委員長の選出び副委員長の選出び副委員長の選出び副委員長の選出    

【事務局】それでは、早速議題に入らせていただきたいと思います。 

 まず、議題の（１）といたしまして、委員長及び副委員長の選出について

でございます。 

 委員長並びに副委員長につきましては、寒川町まち・ひと・しごと創生総

合戦略策定等外部委員会設置要綱の第５条におきまして、委員長・副委員長

は委員の皆様の互選によるとされておりますが、最初に委員長の選出に当た

りまして委員の皆様方から何かご意見等ございますか。 

【太田委員】２期目ですので、１期目との継続性もありますので、学識経験者

の梅村委員にお願いできればと思います。いかがでしょう。 

 

（ 拍  手 ） 

 

【事務局】ただいま太田委員から梅村委員をご推薦いただくご提案がありまし

たが、皆様ご異議ないということでよろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

【事務局】ありがとうございます。 

 それでは、皆様ご異議がないということですので、委員長につきまして

は、梅村委員にお願いできればと思います。よろしくお願いいたします。 

 梅村委員、よろしいでしょうか。 

【梅村委員】はい。 

【事務局】ありがとうございます。 

 ここで委員長が決まりましたので、梅村委員さんにおかれましては席の

移動をお願いいたします。 

 それでは、委員長から、簡単で結構ですので、一言ご挨拶を頂戴できれ

ばと思います。お願いいたします。 

【梅村委員長】皆様、おはようございます。改めまして梅村でございます。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 今回２期目ということで、また寒川町と今後の寒川の発展にかかわりま

して皆様のご審議をいただければと思っております。 

 私の研究の主戦場は地方都市の地域経営というのが最近多いんですが、

例えば、皆様報道でご存じだと思いますが、高知県で人口４００人を切り

ました大川村というところがございます。議会が維持できない、住民総会

で維持していこう、そういった話がございます。来月そこにまた研究のた

めに行くのですが、そういった地域がある一方、実際この寒川町は豊かな

町でございます。この豊かさを何とかつなげていく、そういった形が今回

のまち・ひと・しごと総合戦略ではないかなと思っておりますので、どう

か皆様方の積極的なご発言・ご意見をいただけましたらと思います。どう

ぞよろしくお願いをいたします。 

【事務局】ありがとうございました。 

 それでは、ここからの議事進行につきましては、梅村委員長にお願いを

したいと存じます。よろしくお願いいたします。 

【梅村委員長】はい。それでは、次第に従いまして議事を進めてまいります。 

 引き続き議題１といたしまして、副委員長の選出でございますが、ご意

見があればお願いをいたします。 
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 もしないようでしたら、私から、僭越でございますが、地方創生の取り

組みでは町外の方を寒川町に呼び込み定住してもらう取り組みを進めてお

ります。そのターゲットである労働者の代表といたしまして、日ごろより

雇用創出、よりよい労働環境の確立に向けてご尽力されておられます、湘

南地域連合の沖本委員にお願いしたいと考えておりますが、皆様いかがで

しょうか。 

 

（ 拍  手 ） 

 

【梅村委員長】ありがとうございます。 

 それでは、沖本委員、よろしいでしょうか。 

【沖本委員】はい。 

【梅村委員長】ありがとうございます。 

 では、副委員長が決まりました。沖本副委員長はお席の移動をお願いい

たします。 

 それでは、沖本副委員長からご挨拶をお願いいたします。 

【沖本副委員長】改めましておはようございます。ただいま副委員長に選任を

いただきました湘南地域連合の代表の沖本と申します。 

 私はこの委員会初めての参加でいきなり副委員長ということで、大変大

役を務めないといけないということでありますけれども、私、先ほどＪＸ

金属の委員長をやっていますという話をしましたけれども、前任の委員長

の近藤は、前期この副委員長をやらせてもらっていたということで、この

まち・ひと・しごとの委員会については話を聞いたことがありまして、今

回私がこの役を務めるということで、私も勉強しながら皆様とともに寒川

町をよりよい町にしていけばいいと思いますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

 改めまして、よろしくお願いします。 

【梅村委員長】ありがとうございました。 

 それでは、引き続き議事を進めてまいります。 

 続いて、議事録承認委員の指名についてでございますが、前回まで会議

ごとに名簿順で行っておりました。２期目につきましても前回の続きから

引き続き名簿順で行ってまいりたいと思っておりますが、いかがでしょう

か。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

【梅村委員長】ありがとうございます。 

 それでは、委員名簿で確認いたしますと、前回は神奈川新聞湘南・西湘

総局、青木委員の前任の西郷委員さんでございましたので、今回は、なら

れたばかりで大変恐縮でございますが、ジェイコム湘南の岡﨑委員となり

ます。 

 岡﨑委員さん、よろしゅうございますか。 

【岡﨑委員】はい。 

【梅村委員長】ありがとうございました。では、よろしくお願いいたします。 

 

（（（（２２２２））））平成平成平成平成29292929年度上半期実施の総合戦略事業の進捗状況について年度上半期実施の総合戦略事業の進捗状況について年度上半期実施の総合戦略事業の進捗状況について年度上半期実施の総合戦略事業の進捗状況について    

 

【梅村委員長】では、進めさせていただきまして、次に、議題２、平成２９年

度上半期実施の総合戦略事業の進捗状況につきまして事務局から説明をお願

いいたします。 
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（事務局から寒川町まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要及び平成２９年度

上半期実施の総合戦略事業の基本目標１について説明） 

 

【梅村委員長】ご説明ありがとうございました。 

 確認でございますが、委員の皆様、今日は一応基本目標４つございまし

て、４つのうちの１０事業になっております。 

 基本目標１のしごとのところの事業はエコノミックガーデニング推進事

業１個だけになっております。基本目標２では観光、タウンセール２つ、

そういった形で今説明していただいていますので、順次ご説明いただいた

後、皆様方にご意見をいただくという形で進めてまいりたいと思います。 

 では、改めまして、今ご説明いただきましたので、ご質問・ご意見等ご

ざいますか。 

 はい、お願いします。 

【伊與田委員】工業協会の伊與田です。先日、工業協会の中で行政との懇談会

をさせていただいた際に出ておりますけれども、今後の取り組みの中で今

回、昨年、コンシェルジュが各企業を回られていろいろ情報を収集されてお

られるということでございまして、その辺の中でそれぞれ各企業で活用でき

るような情報交換等の部分も含めて、そういう公開できる部分については各

町内企業等に情報公開をしていただいて、それぞれの企業間の活性化という

か、取り組みにつなげていただけるような、そういった取り組みもここの中

に記載していただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

【梅村委員長】いかがでしょうか。 

 はい、どうぞ。 

【事業担当課】すいません、ありがとうございます。先日工業協会からもご意

見をいただきまして、産業振興課としてもその辺の情報を公開できる部分に

ついてはホームページ等で公開していきたいと思っています。 

 また、企業の技術や強みをまとめたＰＲレポートというものも今現在作

成しております。こちらにつきましては、寒川町内２００社程度製造業が

ありますが、そのうち今完成しているのが、１２社あります。こちらにつ

きましては今ホームページ等で公開をしているんですけれども、あわせて

このＰＲレポートをどういったことで活用していくかというと、できれば

私たちの願いとしましては、町内の中小企業さんと大規模企業、大企業さ

んとの取引等を今後増やせていけたらいいなということも考えておりま

す。こういったＰＲレポートを公開しているということを今後大企業様に

順次ご訪問させていただいて、そういった寒川町内にある中小企業さんの

ご紹介というものをさせていただこうと思っておりますので、よろしくお

願いいたします。 

【梅村委員長】ありがとうございました。 

 ほかにいかがでしょうか。 

 では、私から。すいません。僭越ですが、次世代経営者研究会の参加意

欲のある企業さんと書いてあるんですけど、現在何社ぐらいがその意向を

示されているんでしょう。 

【事業担当課】次世代経営者研究会につきましては、今回上半期の取り組み結

果ということでこちらのほうに記載しておりませんが、１０月１７日に次世

代経営者研究会を実際立ち上げることができました。参加企業様につきまし

ては、町内の中小企業９企業１１名の方が今回発足時に参加していただくこ

とになっております。 

 また、今後そういった取り組みの内容を公開しつつ、町内企業様の中で

若手経営者もしくは後継者の方がぜひ自分も参加したいという企業様があ

った場合については順次入っていただく形をとっていきたいと思っており

ます。 
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【梅村委員長】はい、ありがとうございました。 

 各委員から、皆さんいかがでしょうか。よろしゅうございますか。 

 では、続きまして、基本目標２をお願いいたします。 

 

（事務局から基本目標２の事業の進捗状況について概要説明） 

 

【梅村委員長】ご説明ありがとうございました。 

 委員の皆様、ご意見・ご質問いかがでしょうか。 

 はい、お願いします。 

【鈴木委員】観光推進事業ですか、私、観光協会の副会長もやらせていただい

ているんですけど、今観光協会で、広報誌やホームページ等で反響があるわ

けですけども、現実に観光協会の事務職員さんが正規の人が二人、その他に

アルバイトの方がいられるんですけども、その方たちの仕事の内容を見させ

ていただきますと、とにかく大変なんです。業務量も多いような現状で、予

算的には、観光協会自体としては自主事業というものがそうないので、収入

というのはそうないんですね。ですから、町からの補助金もいただいて。職

員さんを雇わせていただいているんですけれども、それだけだとほとんどそ

の規定以上の仕事の量になってしまう。ましてイベントといいますか、何せ

観光協会の方たちにしわ寄せが来ちゃって、もう少し全体でできるような形

にできないものか。 

 また、この中でいろいろ、びっちょり祭、神輿まつり、彼岸花まつり、

みんなの花火等あるんですけど、みんなの花火としても、私の息子たちも

一所懸命やっているんですけども、何分人手が足りない。で、また、若者

といっても、その一部の人だけで、もっと多くの若者を取り入れるような

形でできないのかなと感じるんですね。どうしても限られた人でやってい

ると、その人たちにとにかくおんぶに抱っこみたいな感じで、どうしても

しわ寄せが。本来の仕事を皆さん持っておられるわけで、それにしわ寄せ

が来るような、それを何とか工夫してやっているんですけど、もう少し多

くの参加者、ボランティアでもなんでもいいと思うんですけど、そういう

方が参加していただいて、特に観光事業等というのはそれが必要じゃない

かなと思うわけですよね。ですから、観光協会でやっている、ＪＲとのコ

ラボなんてだと結構大勢の方が町外から、また県外からも見えられるんで

すけども、観光ボランティアも何人かいられるんですけれども、なかなか

大勢の方がおられないので、また高齢の方も多いと。全部は対応できな

い、募集はしているんですけど、そういうことのＰＲをもう少ししていた

だければと考えています。 

 以上です。 

【梅村委員長】いかがでしょうか。 

【事業担当課】観光協会の皆さんには、びっちょり祭であったり、神輿まつり

で事務局を担っていただいておりまして、その事務量の多さについては産業

振興課としても認識しているところなんですけれども、来年度に向けては産

業振興課で引き受けられるものについては、びっちょり祭ですとか、事務局

も考えておりますので、引き続き一緒に取り組んでいきたいと思っておりま

す。 

【梅村委員長】先ほどもう１つご質問で、もう少し外に輪を広げていく、そう

いう話はあるんでしょうか。 

【事業担当課】情報発信ということで、はい、ＳＮＳとかも使ってうちのほう

もいろいろ取り組んではいるんですけれども、なかなかボランティアさんで

すとかというのは集まらない状況であることは確かです。これからも引き続

き情報発信を務めてまいります。 

【鈴木委員】何かないですかね。人が集まるような。 
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【梅村委員長】ほんとですね。 

【事務局】委員長。 

【梅村委員長】はい、どうぞ。 

【事務局】ありがとうございます。 

   寒川町の観光をはじめ他の事業もやっぱり、もともと寒川町の人口はそ

んなに多くないんですけれども、町域もコンパクトということもありますけ

ど、ただ、そういった中でこの基本目標２の中ではタウンセールスの推進事

業ということで、これは当然行政だけが寒川の良さを外のそういう方にＰＲ

していくだけということの取り組みではやはり不十分でございまして、考え

方としては当然現在お住まいの町民の方ですとか、立地していただいている

企業の皆様、すべての方々のお力を、うまく協力しながらやっていくことが

外にお住まいの方が寒川に移り住んでいただくということには十分な力にな

るだろうということで、例えば、そういった取り組みの中でどういった人の

輪というか、協力体制をとれるかということは視点として当然持ってござい

ます。 

 また、後ほどお話があると思いますけれども、ＪＡさんですとか、商工

会さんですとか、あと、ＪＣさんなんかの若い方々が自主的に集まってい

ただいて、まちびとすたいるというコミュニティができておりますので、

その中でも、鈴木委員さんがおっしゃるみたいに、メンバーがややもする

と同じ方が、みんなの花火とか、いろんなところにかかわっていらっしゃ

るという課題はやっぱりあると思うんですね。 

【鈴木委員】もうちょっと広げて。 

【事務局】そのお友達とか、口コミという形で、今はかかわっていないけれど

も、そういうことであれば自分も一役買いたいという方は当然いらっしゃる

と思いますので、うまく、どこかに偏りが、負担が行くということではなく

て、みんなでやっていこうということで、そういった面も広げていかなきゃ

いけないという認識でございます。ですので、この戦略をこういった形でい

ろんな分野の方々に、お集まりいただいて、また、各所管のメンバーが来て

いるということは、うまく、当然横のつながりで連携すべきところはきちん

と官民問わずやっていきましょうということでこの場があると私は認識して

ございますので、そういった視点をきちんと持った上で取り組んでいけたら

いいのかなと思ってございます。 

【梅村委員長】はい、ありがとうございました。 

 よろしゅうございますか。 

【鈴木委員】町内企業に若い人が沢山いると思うんですけど、そういう方の中

でも参加できる方もいる、そういう方に声をかけてもいいいのかなと思いま

すけど。 

【梅村委員長】実は私も前職は市職員だったんですが、町で、今、寒川、バル

をやっておられますけど、尼崎というところで、武庫之荘というところで小

さいバルをやりました。そうすると、ほかの企業さんへ声をかけますと、今

信用金庫さんいらっしゃるので、恐縮ですけど、尼崎の信用金庫さんにお声

をかけたら、お金は出さないけど、人を出すと。で、まちづくりに興味があ

る子たちがいるので、２０人ぐらい来て、やっぱりそういうお互いの、地域

貢献という形で人の出し合い、そういう雰囲気ができたらいいですよね。 

【太田委員】じゃ、せっかくですので。 

【梅村委員長】はい、お願いします。 

【太田委員】何か少し漠然とした話になってしまうんですけど、冒頭で町長が

お話しになった話というのは、まず、寒川町に今住んでいる人が住みやすい

ということを再認識するのが大事だというお話ですよね。住みやすいという

ところから、出ていかないということで、住み続けたい。だから、まず、今

いる人が出ていくようではかなり厳しい状況になるんですね。 
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 それで、何で住み続けたいかというと、いいところだから、でも、先ほ

どのお話で、知名度というのですか、全国まで行かなくても、寒川町に行

ったことがある人、じゃ、神社だけ行ったことがあるとか、そういう人た

ちがいろいろ見て、ここはほんとに住みやすいなと感じてもらうのが大事

だとなれば、基本目標２番で言えば、上の観光の部分というのは、外から

来る、交流人口で、これも町長がお話しになりましたけど、交流人口が定

住人口になっていくのが確かに理想的です。 

 ただ、イベントをどんどんやろうとしても、確かにどこかに負荷がかか

り過ぎるとかなり無理が出てしまうという先ほどの鈴木さんの話のとおり

で、今の委員長のお話にもありましたように、誰かのところに集中して負

担がかかっていくやり方をしようとすれば長続きしないので、そうする

と、これだけたくさん企業、また若い従業員の方もたくさんいらっしゃる

ので、そのイベントの内容にもよるんでしょうけど、うまく声をかけて、

人でもお金でも出せるほうを出し合う仕組みができていくといいかなと。 

 イベントを組まないで人を呼び込むというのは、例えば、彼岸花みたい

なものもありますよね。ああいうものを、あれもイベントと言えばイベン

トですけど、イベントじゃなくてものんびりしに行ってみようかなという

ふうになれば、それは日常的に来る人が増えて、その人たちが住むように

なっていけばいいのかなと。そういう点からいうとをプロモーションのと

ころでプロの方を雇われたというか、委嘱をされたということですよね。

そういう方が何かしら、今アイデアとか出ているんでしょうか。まだこれ

からですか。どういうアイデアなのかというのを聞かせていただければな

と思います。 

【事業担当課】今プロモーション戦略というものを策定して方針が定まったの

が昨年。今年度より専属の職員、私ども広報戦略課ができたんですけれど

も、そこでマーケティングマネージャーという方を、専門的な知識、プロモ

ーションですとか、マーケティングに関する業務の目的を実現するために効

果的に展開するために登用しているんですけれども、そういった方々からの

提案ということで、寒川町の良さを町外にアピールするためには、プロモー

ションだけでは足りないというので、何よりも民間企業では、ブランドづく

り、こういったものを最優先にして取り組むことが大切であるよということ

を言われます。 

 取り組みということなんですけれども、まず、目で見て、例えばキャッ

チコピーですとか、ブランドマーク、そういったものを寒川町民が誇りを

持ってもらえるような気品の高い町なんだよということと、あと、住みや

すい、先ほどおっしゃられました住みやすいというところを強調するよう

なブランド、スローガン、あるいはブランドマーク、そういったものをま

ず作成し、そういったものから住民の方々にシビックプライドというもの

を、住民にとっての町に対する誇り、そういったものを築き上げて、外

に、ＳＮＳとか、そういったものを活用して口コミによる発信から行って

いこうということで、今年度については寒川町のブランドを発信するため

のツールづくり、例えば、パンフレットですとか、ポスターですとか、そ

ういったものによる外への発信。それと外に発信した内容を、今度詳しい

内容を、特に寒川町の様々な優遇施策を調べてもらうためのポータルサイ

ト、ホームページ、そういったものを作成しまして、そこにおいて実際に

さまざまな施策ですとか、寒川の良さ、そういったものを発信して寒川に

住んでもらいたいという内容を発信していくという考えのもとにブランド

づくりが進んでいるところでございます。 

 以上になります。 

【梅村委員長】ありがとうございました。 

 では、ほかにいかがでしょうか。よろしゅうございますか。 
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 では、続きまして、基本目標３に。 

 

（事務局から基本目標３の事業の進捗状況について概要説明） 

 

【梅村委員長】ありがとうございました。 

 では、委員の皆様からご意見・ご質問いただきたいと思いますが、基本

目標３のところで星１つの事業がございます。これは１期から引き続き参

加されている方は十分理由等はご理解されていると思うんですが、初めて

の方もいらっしゃるので、ここにつきましてもう少し詳細になぜ１つの星

なのかという説明をいただきたいと思います。ご担当課で結構です。どう

でしょうか。 

【事業担当課】不育症の治療に関しては、窓口において相談はありますが、申

請に至っていない状況です。そのため不育症の治療については、遅れている

という、星１つになっておりますが、この事業につきましては、必要なとき

に対応できるように制度を備えておくことが重要であるというご意見もいた

だいておりますので、担当としては継続して行っていきたいと考えておりま

す。 

 不育症の治療は、治療できる医療機関も限られているということで、ご

相談に来られた方でも治療に入るまでの時間がかかるということと、治療

期間もおおむね半年から長いもので二、三年ということで、比較的長期を

要することから、申請には至っていないという状況があります。 

【梅村委員長】ありがとうございました。 

 では、改めまして、委員の皆様からご意見・ご質問いただきたいと思い

ます。いかがでしょうか。 

 はい、どうぞお願いいたします。 

【前田委員】３の子育て世代包括支援センター事業というのが４月から始まっ

ているのは知ってまして、妊娠されている方でとてもよい対応をしてくださ

っているという話は聞いているんですが、子育て世代ということは、その時

期だけではなく、２歳、３歳、４歳、もっと縦のつながり、切れ目のない事

業ということをうたっているわりにはちょっと切れていることが多いんじゃ

ないかなと思うんですね。 

 教育のあれを考えても、家庭教育推進事業ということで、家庭教育の手

引きの作成に向けた原案作成が星２つなんですね。これを見ますと、前の

２８年度を見ましても発育段階に応じた子育てとか、ゼロ歳から１５歳ま

での家庭ということを書いてあるんですね。こちらの資料の３－２の３３

ページなんですけれども。それで少し遅れています。これは一番大事なん

じゃないかなと私は思うんですね。いろんなＰＲ、こういうことを今何歳

児だとしていますよとか、こういうことがありますとか、そういうことを

少しずつ少しずつみんなにＰＲしていないということが１つの問題点があ

るんじゃないかなと思っておりまして、あと、その包括というと、ある支

援の必要なお母さん、お子さんたちを少しずつ見ている、でも、急に治る

わけではないので、とても長いスパンが必要だと思うんです。先ほどの不

育症と一緒で何年間のスパンが必要だと思います。急に治るわけではない

ので。それなのに学校に行くとまたぶつ切りになって、なかなかその後が

入らない。先日もちょっと会議もそういう話が出まして、それでは、その

子たちはどうなったんだろうというのが、ずっと支援をしていて、幼児期

の支援をしていました、じゃあ、学校に入ったらこれでいいのねというの

では、子育ての方としては、親御さんもすごく心配ですし、周りで見てい

る人たちも、協力している人たちも心配。学校と子育ての一本の柱みたい

なのがその包括でできるのであれば、そういうのもしていただければいい

かなと思うんですが、これ見ていると、もうほんとに妊娠、子育て世代の
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初めの妊婦というのがすごく多くて、そうではなくて、ずっとそのお子さ

んだけではないんですけれども、段階へ持っていくと、そこに行けば、こ

の子はこういうふうに今こういう状態だなというのがすぐわかるようなこ

とをしていくと、その切れ目のない事業に値するのではないかなと感じま

す。 

【梅村委員長】ありがとうございます。 

 私も教えてほしいので一つだけ。子育て世代というのは定義があるんで

すか。それも踏まえて教えていただきたいと思います。ご答弁を。 

【事業担当課】子育て支援課でございます。保健師として活動しております。 

 子育て世代の定義というご質問でございますが、申しわけございませ

ん、子育て世代の定義というのを国が何歳までという定義としては出して

いないと思います。前田委員さんがおっしゃられたとおり、現在国が申し

ております子育て世代包括支援センターは、妊娠・出産、その部分がメイ

ンになっております。 

 内容といたしましては、虐待、産後うつですとか、育児の困難さに対し

て虐待してしまう、そこを防いでいくというところがメインになっている

かと思います。その名称が子育て世代包括ということでは、確かにご指摘

のとおり、全世代を巻き込んでいるとは言いがたいところはあるかと思い

ます。現状といたしましては、本年度今まで別でした母子保健、妊娠、出

産、母子保健事業の部分を今回子ども・家庭担当と一緒にいたしまして子

育て支援課となっております。その部分で小学校入学、中学ぐらいまでの

問題のあるお子さんの世帯について包括して見ていくような体制をとって

おります。その中では小学校入学時、また、中学校に入る段階で学校との

連携をとる体制になっておりますが、すべてのお子さんの状態について包

括しているかというと、まだまだ不十分な点はございます。 

 今後ご指摘を受けました状況を踏まえながら、教育委員会等の連携も検

討していかなければならないところです。前田委員さんにもご出席いただ

いているネットワーク会議等では連携はとっております。全体のお子さん

の連携については現在子育て支援課では保育・青少年課も含めまして保育

所・幼稚園等の連携を図っておりますが、さまざまな機関等含めまして子

育て世代に対しての事業を連携していければと思っています。 

 以上でございます。 

【梅村委員長】前田委員さんおっしゃったように、世代、年齢別にメニュー化

というのは何か町であるんですか。確かにそうだなと。寒川の町は子育て世

代、今、定義がないという話がありましたけど、年齢層でメニュー化したら

非常にわかりやすいですよね、町民は。そういう政策のメニュー化はありま

すか。 

【事務局】すべての施策・事業がそういう形で網羅されているかというと、そ

うではないというのが事実としてはあると思います。中には健康づくりのほ

うでは、生涯学習もそうだと思うんですけども、ライフステージによってと

いうことで、いろいろ我々も、皆さんも含めて自分の年齢に応じて求めてい

るものが違うと思いますし、それを一くくりに１つのことをやるというので

はいわゆるニーズに合致しないということがありますので、例えば、年齢で

区切ることによってきめ細やかに、皆様が求めていることをダイレクトに公

共サービスとして提供するためにはという視点は計画として持っているもの

もありますので、全くやっていないというわけではないんですけれども、今

前田委員さんのお話もお聞きして、我々が妊娠から出産まで切れ目なくとい

うスローガンといいますか、立ててやっておりますけれども、どちらかとい

うと行政視点の部分がやっぱりあったかなと。世代を各事業でつないでいく

という、こちら側の視点でつくられている面もあるのかなと思いました。 

 そうではなくて、利用者側の目線でいうと、文字どおり子育て世代とい
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うものが、例えば、高校卒業するまでと仮にしたとすると、そこを網羅し

ていくような体制がほんとにとれているのかというと、今ご指摘いただい

たような問題点がありますし、担当課でもそういう認識があるというお話

でしたので、やはり生の声としてご指摘いただいたことによって我々が全

然気づいていないことが浮き彫りになってくることもありますので、すべ

てを網羅的にできないところもあるとは思うんですが、そういった視点で

施策等を組み立てていくということはまだまだ足りないのかなということ

は思いましたので、ご意見として貴重なご意見をいただきました。ありが

とうございます。 

【梅村委員長】ありがとうございました。 

 ほかにいかがでしょうか。はい、お願いいたします。 

【大谷委員】学力向上事業とあるんですけど、確かに若い世代の方々が寒川に

移り住んでくるということを促進するためには教育水準とか、教育に熱心な

寒川とか、そういうことが大事だと思って、そういうことでこの事業がある

んだと思うんです。これは予定どおりに行っているかのような進捗状況でご

ざいますが、全国の学力テスト等の結果、今年度もそうですけれども、寒川

は非常に平均よりも悪いんですよ。これは何年か前からそうなので、それ

で、こういうことをやっていますと言うけれども、今年度も悪いんですね。 

 いろいろと聞くと、平均ですという方が多いんです。ここは説明しなき

ゃいけないんですが、例えば、全国平均が６５点だとしますと、平均とい

うのはそのマイナス５とプラス５の６０から７０の間を平均と皆さん言っ

ているんですよ。全国ですべてでいうと、例えば、６５点、これが平均だ

としますと、寒川は平均でも６５点より低いんですよ。低いほうの平均な

んですよ。それを指摘すると、平均ですという答えがよく返ってくる方が

いらっしゃるんですが。相変わらず全国のほんとの意味の平均に届かない

学力なんです。これを何とかしようということで皆さんご努力されている

んでしょうけども、自治会でもある地区では夏休みに学校の先生を経験し

た人が夏休みに子どもにいろんな教育をしたり、指導したりということを

やっているんですが、今このままですと、なかなか上がらない。 

 一方、寒川の中で子どもが家でどういう生活をしているかということを

いろいろアンケートをとりますと、テレビを見ている時間、あるいはメー

ルをしている時間、これが圧倒的に多いんです。これは年々増えているぐ

らい多いんです。中学生の場合、夜中の１２時ぐらいに寝るとか。朝食べ

ない。だから、ここでいろんな目標で取り組みをされていますけども、も

う１つ大事なのは、家庭の中での教育のあり方、指導のあり方というの

は、これは家庭任せじゃなくて、それをも含めて物事を考えて解決してい

かないと学力の向上は難しいかなと感じているんですね。そういう意味

で、町ができる環境、教育づくりだけじゃなく、家庭の中のことも含めて

教育を考えないと、学力が全国レベルになかなか頑張っても達しないし、

これからも難しいんじゃないかと思ってまして、この辺のところをどうい

うふうに考えて、今の学力、何年か前からご努力されていますけども、そ

ういう側面からどのような評価されているのか、お聞きしたいなと思いま

す。 

【梅村委員長】ありがとうございました。 

 いかがでしょうか。はい、お願いします。 

【事業担当課】学校教育課の臼井です。ただいまご意見、ほんとにどうもあり

がとうございます。 

 ご指摘のとおり、全国学力・学習状況調査の現状としましては寒川町な

かなか厳しい状況が続いております。それで、これまでも結果につきまし

ては非常に細かく分析をしまして、学校とも共有したり、それから、学校

を通じてご家庭にも投げかけさせていただいたりとか、確かにいろいろと
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考えていく中で分析の方法をここで、今学校教育課の中でも少し視点を広

げているというか、全国と比べたりとか、いろいろそういった考え方もあ

るんですが、そもそも学力・学習状況調査はその一人一人の子どもたち自

身がどれだけ学力が身についているかということを意識させないことには

いけないのではないかという、もう一度原点に戻りまして、改めて学校で

先生方の指導の部分のところに役立つような、そこにつながるような分析

のあり方というものを今現在学校教育課では考えております。 

 それで、少し学習的な内容のところの話になりますと、子どもたちの学

力を評価していく中で、先ほどの学力・学習状況調査の問題の種類もそう

なんですが、それぞれ観点ごとに、こういう観点ではあなたの力はこれぐ

らいですよみたいな、そういう示され方をしているんですけれども、その

中でよく関心・意欲・態度と言われているんですが、その中の関心・意欲

にどちらかというと、今学校でも子どもたちをいかに勉強に引きつけるか

というところに重点を置いてきているところがあるかと思うんですが、さ

らにもっと自分でやろうという態度につながる、それが家庭での教育、家

庭学習につながっていくのではないかと、そちらに少しシフトしていきな

がら、今後少しでもよくなるようにというところで考えているところで

す。 

 以上です。 

【梅村委員長】ありがとうございました。 

 ほかにいかがでしょうか。 

【梅村委員長】では。 

【大山委員】着座のまま失礼いたします。大山でございます。 

 ｅライブラリーの活用、利用促進のための児童・教職員を対象とした講

習会の実施とありますが、こちらの冊子を見ますと、計画どおり進んでい

ますということで星が書いてあるんですけども、これは子どものＩＤカー

ドみたいなものをもらってきましたけど、結構年数がたっているかなと思

うんですが、まだこの結果については現在分析中と書いてあるんですけ

ど、こういうものは計画を持って見定めて、いつまでにこういうふうにす

るとか、そういうことはやって、取り組んでいらっしゃらないということ

なんですか。 

 また、補足で、現在分析中とありますが、今現在のおおよその何か需要

の状況というのは今お答えすることは可能ですか。 

【梅村委員長】はい、お願いします。 

【事業担当課】すいません、着座で失礼いたします。今ｅライブラリー活用の

部分でご質問いただきました。こちらｅライブラリーにつきましては、活用

の状況につきましては年間の１年間の中での状況を見ております。それで、

今、すいません、ｅライブラリーについての結果という部分のご質問か、そ

れとも、進捗状況の達成の部分のところでしょうか。 

【大山委員】どれぐらいそれが町の小学校・中学校対象でやっていらっしゃる

と思うんですけども、需要があるのかなというところを聞きたかったんで

す。 

【事業担当課】すいません、実際に家庭であったり、授業であったりでの活用

なんですけど、人数的なものとか、パーセンテージ的なものは、申しわけご

ざいません、今ここでは、今年度の部分については持ってきておりません。

すいません。 

【大山委員】それで、何が言いたいかと言いますと、結局、町のＰＲをうまく

してという話がさっきありましたりとか、学力向上のことについてお話があ

ったと思うんですけども、こういうものをそのために活用すると私は保護者

達は認識をしていたかなと思っているんですね。さっきの話とつなげてしま

いますけれども、そういうことにうまく使えないかなと申し上げたいと思っ
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て意見させていただきました。 

【梅村委員長】ありがとうございました。 

【太田委員】今の学力のところで、中学校の普通教室に空調機を設置というん

ですけど、詳しい方の資料を見ると、３つの学校で５０の教室に、エアコン

をつけたという話ですが、これは全国的に見ると珍しいことなんですか。要

するに、一般的にはついていないものですか。中学校の教室、普通の町の中

学校というのはついていないものなんですか。ついているのが普通なんです

か。 

【梅村委員長】どなたか、ご答弁できますか。 

【太田委員】要は、１つの例なんです。例えば、さっきのブランドの話があっ

たじゃないですか。ブランドでどういうのが出ているかわからなくて言うの

は申しわけないんですけど、ふわふわしたものだとだめなんですよね。簡単

に言うと、寒川の中学校は全部の教室にエアコンがついていますと言えば、

マンションを買うときのイメージなんですよ。これがあるというと、普通は

ないのがもし普通だったら、いいと思うじゃないですか。それとか、先ほど

の子育て世代包括支援センターの話でも、国の基準はこうなので、そこまで

は多分いろんな補助金とかがあるんでしょうから、大体その基準どおりみん

なつくっていくとするじゃないですか。そういう中でこの町は基準を超えて

いますと、全部を超えるのは予算的に難しくても、普通はここまではどこ行

ってもやっています、でも、うちはここまでやっていますと、この分がほか

とは違うんだとかいうのを打ち出すと、ニーズというか、何か選ぼうとする

ときに、あんまりイメージ的なことを言われるよりも、現実的に、例えば小

学校の子どもがいたときに、中学校に入ったときに夏にエアコンがついてい

る学校に行かせたいなとかいうほうが、印象に残るというか、呼ぶんじゃな

いのかなと。だから、予算が伴うので、そう簡単に行かないのかもしれない

んですけど、何かしらブランド化するのであればそういう目に見える、しっ

かりしたものがいいなというのが１つの意見です。 

 それと、私はこの町の一番のブランドは坂がないことだと思っているん

です。これは１期のときにも言ったんですけど、何でそう思うかという

と、私は前住んでいたところを引っ越さなきゃいけなくなった理由は、同

居の母が坂を上って家に帰ってこれなくなっちゃったからなんですよ。足

を怪我して、高齢で膝が悪くなって上れなくなってしまったので、引っ越

したんですよ。若い人たちは確かに子育てしやすいというのはすごく魅力

的な町でしょうし、年配の人は坂がないというのがすごい魅力的だなと僕

は思うので、坂がないというのはこれからつくる話じゃない、今もう現実

にそういう状態になっていることなので、１期のときも話してまた申しわ

けないんですけど、そういう、来た人が目ですぐにわかることを打ち出し

ていくといいなと改めて思いました。 

 私が通っていた中学校にはエアコンがなかったので、時代が違うので、

今はあるのが普通かなと。もしあるのが普通だったら、そんなことを言っ

てもあまり効果ないかもしれませんけど、そういうふうに感じました。 

 以上です。 

【梅村委員長】はい、ありがとうございました。 

 

【事務局】よろしいですか。比較するようであれなんですけど、茅ヶ崎市の学

校にはないと。 

【太田委員】茅ヶ崎は市立中学校にエアコンないんですか。 

【事務局】ないと。ですので、寒川のほうが学習環境がいいとＰＲしていこう

とは思っております。 

 総体的に見ると地域差がありまして、ほぼあるところもあれば、それが

普通じゃなくて、ないほうが普通という、そういう差はあるんです。です
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ので、逆に言うと、売りになるということで、昨今夏場の暑さが昔と違

い、ほんとに大人だと一日中その中で仕事ができるかというと、甚だ疑問

ということですので、そういった状況を子どもたちの学習環境ということ

で考えると、やはりあるべきだという考えのもとにここについては国の補

助金も獲得という努力をしながら、まず、受験を控える年齢である中学校

を優先的に考えまして全普通教室につけたと。小学校については図書室等

にはあるんですけど、そういったことでございます。 

 今一例として挙げていただいた中で、先日も、先ほど伊與田委員さんか

らもお話がありましたけど、工業協会さんの懇談会に出席させていただき

まして、前回の会議等で言われたんですけど、例えば、寒川は今、待機児

童数が１０人いる中で、そのたった１０人をどうして解消できないんです

かと、待機児童がゼロで、それが数年来続いていますということをもし言

えれば、こんなに子育て世代の人を引きつけるような要素はないんじゃな

いかというご指摘をいただいて、工業協会さんの中でも同じ意見をいただ

いていまして、また、同じ工業協会さんの懇談会で、あなた今いろいろ総

合戦略を説明したけど、何が売りだとぱしっと言えますかと厳しい意見を

いただいています。要はきちんとどこを売りにしてやろうとしているかを

しっかり町として共通で持っているのかということが問われたと思いま

す。 

 今太田委員さんが言われたのもそういうことだと思いますので、やみく

もに来てください、来てくださいというだけではなんの訴求力もなくて、

プロモーションをかけて寒川という町がいい町だと知って関心を持ってい

ただくところまではある程度すぐ行けると思うんですが、実際に移り住も

う、寒川に住もうというところで、やはり言うなれば人生、一生かかるよ

うな大きな決断になると思いますので、そこの中で寒川に移り住むとどう

いったメリットが享受できるのか、どこを売りにしているのかはっきりお

伝えすることができなければ、いい町なんだろうけど、住むまでに至らな

いで終わってしまうと思いますので、そういったことにならないようにき

ちんと打ち出すべきところはどこなのかということを改めて確認しながら

進めていければと思いました。 

【太田委員】よくわかりました。 

【梅村委員長】よろしくお願いいたします。 

【事務局】すいません、１点だけ補足をさせてください。 

 先ほど全国の空調機の設置の状況ということで、今資料がありましたの

で、平成２６年度の公立学校の空調設備設置状況調査、文部科学省の調査

で行きますと、県内の小中学校の普通教室への設置率は７１.３％、半数以

上が設置が完了しています。 

【太田委員】中学校ですか。 

【事務局】小中学校です。小中学校の普通教室。 

【太田委員】ちょっとだけ、エアコンが最初に設置され始めた学校は窓があけ

られない環境の学校が多かったので、騒音が激しいとか、光化学スモッグが

発生しやすい地域、そういうところが最初設置された。寒川はそういう環境

がいい中で、暑さのために設置しているというのだけの統計がもしあれば、

もうちょっといいと思いますが、多分そういう統計はあまりないと思います

が。 

【事務局】県内全体ですので、確かに委員さんおっしゃるとおり、海老名と

か、座間とかいうのは基地の関係があって、交付金もあるということで、財

源もありますから、全部ついている状況ではあります。湘南地区でいいます

と、先ほど課長が申し上げましたとおり、茅ヶ崎市はついていない、藤沢市

は一部の中学校が設置済みということで、３１年度末までに小学校への設置

を目指している状況だということで、抜きん出るためにはここで寒川が是が
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非でも売りにするために早く着手していきたいということで、総合戦略に位

置づけたという経過でございます。 

【太田委員】わかりました。ありがとうございます。 

【梅村委員長】ほかにいかがでしょうか。 

【事業担当課】よろしいでしょうか。補足なんですけれども、ブランドがふわ

ふわしているとあまり訴求力ないんじゃないかという太田委員の話がござい

まして、町ではマーケティングマネジャーを中心に分析を当然行っていま

す。その中でやはり世の中ですとか、あるいはマーケット、あと、移住のタ

ーゲットですとか、あるいは寒川町の、先ほどおっしゃられました坂がない

ですとか、そういった強みというものをある程度分析した結果をプロモーシ

ョンとしてアピールしていこうということでブランディングをしているとこ

ろでございまして、太田委員さんおっしゃられたように、坂がないところも

それも１つの要素でございます。そこをブランドコンセプトとしてパンフレ

ットですとか、あと、移住のポータルサイトとか、そういったところにも取

り込んでいこうという考えで今作成を進めているところでございます。 

【梅村委員長】ありがとうございました。 

 ほかにいかがでしょう。どうぞ。 

【鈴木委員】学力向上推進事業の中に教職員の資質向上事業があるんですけど

も、最近新聞等で教職員の仕事が、授業よりもほかのことが多くて、本来子

どもたちに授業を教えるということに集中できないんじゃないかなと思うん

ですけども、新聞読んだ限りでは。 

 寒川町はそういう取り組みを、例えば、教員を増やすとか、そういう専

門職を増やすとか、いろいろな取り組みの予定があるのでしょうか。 

【梅村委員長】わかる方いらっしゃいますか。はい、お願いします。 

【事業担当課】確かに学校の教職員の多忙化等の課題については寒川町にもあ

るかと思います。そんな意味では寒川町では昨年度から少しでも教職員の仕

事に専念できるように手助けの一助となればというところで、学校支援員を

配置しています。昨年が２名で、今年は４名ということで配置をさせていた

だいております。 

【梅村委員長】よろしいでしょうか。 

 はい、どうぞ。 

【大谷委員】今学力でこだわるようですが、寒川の場合、先生、教職員が町内

の学校は回るけども、ほかの地域の先生との交流がない、昔はあったんです

よ。最近はそれがないと。刺激がないんじゃないかということで、あっちこ

っち行くとそれぞれの環境が変わると、それなりの刺激があると。その辺の

ところを学力と直接結びつきは別にして。教職員のレベルアップはいろいろ

なことを考えられていますけども、１つにはそういう交流のものもレベルア

ップになるんじゃないかと思いますが、何かそこには別の約束とか、規約が

あるんですか。 

【事業担当課】すいません、交流ということにつきましては、お隣の茅ヶ崎市

と人事交流ということを毎年続けて。 

【大谷委員】こっちの先生が、向こうの先生をやっているということは、転校

というのですか、そういうのはやっているということですか。私はそういう

意味での人的交流と言って、お互いに会って話し合おうというんじゃなく

て。 

【事業担当課】もちろんそうです。期間として大体３年間ぐらいを目安にして

今茅ヶ崎市と寒川町で小学校・中学校それぞれ期間を設定してそれぞれのお

互いの市と町に勤務するという形を続けております。 

【梅村委員長】ありがとうございました。 

 お時間の関係もございますので、申しわけございません、基本目標３は

これぐらいにさせていただきまして、基本目標４につきましてご説明お願
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いします。 

 

（事務局から基本目標４の事業の進捗状況について概要説明） 

 

【梅村委員長】ありがとうございました。 

 では、皆さんからご意見・ご質問いただきたいと思います。いかがでご

ざいますか。 

 はい、お願いします。 

【沖本副委員長】すいません、防犯面のところなんですけども、８月末までの

５５件ということで、多いか少ないかというのはわからないんですけども、

地域連合の中にも安心なまちづくりということで、道路が狭いところがあっ

たりとか、そういうところで安全に歩くにはちょっと怖いという場所だった

り、あと、夜、街灯があまりないところが結構場所によっては多くて暗い、

という意見もあって、こういうところを地域連合としても政策制度要求で提

出はしているんですけれども、こういったところがひったくりだとか、自転

車の盗難とか連動しているんではないかなと思いますけども、この防犯カメ

ラの設置に向けた準備とか該当するところというのは、ここが町の中で危険

だとか、暗いなという場所がつかめているのかということと、あと、設置の

順番というか、そういうことは計画的に進んでいるのかをお聞かせいただけ

ればと思います。 

【梅村委員長】お願いします。 

【事業担当課】それでは、町民安全課からお答えします。 

 まず、事業の実績、５５件ということで、空き巣・ひったくり等の年間

発生件数ですけど、平成２６年中は１７０件ありました。２９年は、８月

現在で５５件ですので、減少傾向になっていると考えております。 

 それと、防犯カメラにつきましては、寒川駅前広場、あるいは体育館等

に防犯カメラが設置されている状況ですけど、この中で町民安全課が設置

した防犯カメラにつきましては、２８年度が寒川中学校、今年度につきま

しては２件予定しておりまして、補助金の申請を受けるように申請したと

ころ、２件認められているところで、南小学校と東中学校に設置を予定し

ております。設置場所については教育委員会と相談しながら決めておりま

す。 

【梅村委員長】ありがとうございました。 

 ほかにいかがでしょうか。 

 田中委員、特にないですか。 

【田中委員】寒川町民全体会議推進事業について、評価が遅れているというこ

とですけど、運営面で課題が多いと書いていて、具体的にどういうことです

か。 

【梅村委員長】お願いします。 

【事業担当課】全体会議につきましては、当初想定しているのは、ウェブ上で

自由に意見交換できる、そういうシステムをつくって運用していこうと、い

ろんな意見を、住民同士も意見を交わしながら、そういう想定で行って事業

を立ち上げていったんですが、実際運営するときに、かなりのランニングコ

ストがかかっているということで、違う方法についても検討しているような

状況です。 

ＳＮＳとか使って、そういった手法をやっていきたいというのも一つの

方法なんですが、基本的に発言が結構そういった場合ですと、無責任にな

ってしまうので、炎上という言い方をよくされるんですが、そういった状

況になって、そういった運用がきちんとできるかというのが課題となって

います。ここにきて町の広報プロモーションの関係でeモニターという制度

が始まりまして、当初想定していた町民全体会議という制度とかなり性質
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的に重複している部分で補完できて、代替性があるのかとかといったこと

についても今検討している状況でおりまして、全体的に遅れているという

状況になっております。 

 以上です。 

【梅村委員長】ありがとうございました。 

 ほかにいかがでしょうか。 

 はい、どうぞ。 

【前田委員】すいません、コミバスなんですけれども、今終点とか始発が、南

部は南側のバスの停留所、北側は北側ロータリーなんですが。子育てをやっ

ている人たちは荷物も多いし、車が１台ご主人が乗っていってしまうと。南

側の人たちが北側に乗りにくい。１回コミュニティバスを使って、南側に１

回おりて、また駅を挟んで歩いてきて、また、東側から行くということが多

いんですね。高齢者の方もそうなんですが、南から、せめて町役場の方まで

とか、そこまで行けるルートがあるといいかなと、関連するルートを、せめ

て町の集中的なものというのでしょうか、こういうところに来られるという

ところがあるといいんですけど、今ちょっと先程も言ったように、やっぱり

南と北で分かれちゃっている部分があって、別にそこの駅で一緒になるとい

うわけじゃなくても構わないので、寒川町の南側から、田端の方から来られ

て、役場のところで、そこからまた東に行くとか、北に行くとか、そういう

ルートの設定というのはできないんでしょうか。それは要望というか、ある

と動きがスムーズになっていいかなと思っております。 

【梅村委員長】いかがでしょうか。 

【事業担当課】ご意見ありがとうございます。 

 起点・終点につきましては、今現在すべて寒川駅の北口、南もすべてそ

こが起点・終点になっています。ただ、南は南口にも止まるんですけれど

も、最後は北口に来るようにはなっています。 

それで、役場を起点というお話も結構いただいていまして、コミバスを

始めた当初は役場が起点でした。ただ、利用者がやはり寒川駅というのが

一番多いので、起点・終点を寒川駅にしてくれというご意見が多かったの

で、今現在はそういう形をしていますので、南の方も北口で、そのまま同

じバス停で、多少時間は待つようになるんですけど。 

【前田委員】場所は連動していると。 

【事業担当課】そうです。乗り継ぎ券を発行しています。 

【前田委員】乗り継ぎ券あるのは聞いてたんですが、お母さんたちに言われま

したので。 

【事業担当課】ご意見おっしゃるとおりで、南が利用者が少ないということ

で、本数も実際減らしているので、なかなか南からうまく北とか、倉見大村

とか。倉見大村から逆に南に行くとかいうのがなかなか不便になっている現

状がございますので、この辺はご意見を参考にさせていただきます。ありが

とうございます。 

【梅村委員長】ありがとうございました。 

 ほかにいかがでしょうか。 

 はい、どうぞ。 

【大谷委員】防犯灯のところでお話ししたいんですが、これは防犯灯をつける

というところでの計画がありますけれども、最近の防犯灯はＬＥＤで、昔は

蛍光灯ですから、切れるということで、つけた後のチェックが大事だったと

思うんですね。 

 ＬＥＤになると、１０年間大丈夫だということで、つけて終わりという

意識があるけど、実は違って、最近防犯灯をつけている、民地のところに

お願いしてつけたり、いろいろしているのがあって、防犯灯をつけた後、

庭木の樹木が伸びてきて防犯灯を隠すところがあっちこっち見えるんです
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よ。防犯灯の役目をしていないんです。ＬＥＤはどちらかというとスポッ

ト的で、蛍光灯は広いんです。そんなこともある上に防犯灯に樹木が覆い

かぶさってくると。防犯灯の役割をしていないのがあっちこっち見受けら

れ始めているんですね。ですから、何か巡回というか、定期的にその辺の

防犯灯が本来の防犯灯の役割をしているかどうかの確認も必要じゃないか

なと感じますけど、何かお考えありますか。 

【梅村委員長】いかがでしょうか。 

【事業担当課】まず、防犯灯につきましては、委員おっしゃるとおり今までは

蛍光灯で、それから一斉に町の中、すべての防犯灯をＬＥＤにいたしまし

た。修繕ということなんですけど、もちろん修繕が生じれば、修繕を行える

ような仕組みになっております。ただ、ＬＥＤに変えたことで、灯部そのも

のが不具合を出しているというものは今のところ、ほとんどないような状況

です。防犯灯につながる電線ですとか、そうしたところが切れたりして、あ

と、特殊なケースは、落雷で防犯灯が故障したということでありましたけ

ど、ほとんどないような状況です。 

防犯灯の周りの木々が生えてしまって阻害しているのではないか。ま

た、その対策をどうしているかというところなんですけど、町の中で防犯灯

ということだけではなくて、危険箇所ということで全町的に職員が見回る時

期を設けて危険箇所の確認をしているところでございます。ただ、防犯灯は

夜間の部分になりますので、確かにおっしゃるとおり、そうした部分は住民

からよせられたお話ですとか、地域の自治会長から寄せられた意見ですと

か、あるいは職員の中で気がついたところがあれば、これについては、そこ

が民地であれば土地の所有者の方にお願いし、了承いただいてそこの木を切

らせていただくなり、切っていただくようなことで対応しております。 

【梅村委員長】ありがとうございました。 

 ほかにいかがでしょうか。よろしゅうございますか。 

 では、議題２をこれで終了したいと思います。 

【豊田委員】委員長、すいません、申しわけございません。ちょっと戻ってし

まうんですけど、基本目標の２の中で委員長から信用金庫の事例がありまし

たものですから、その点について。 

参考意見というか、ご参考となるかわからないんですけれども、簡単にご

説明させていただきたいと思います。 

 私どもの地域での取り組みといたしましては、まず前任支店長からの引

き継ぎではありますけども、私、寒川ロータリークラブの会員でございま

す。それから、寒川町商工会の青年部さんの方へ若手職員１名入会させて

いただいておりまして、具体的にはみんなの花火のお手伝いとか、そうい

った形で本業以外の部分でお手伝いをさせていただいております。 

 それから、町の産業まつり、神輿まつりにつきましても毎年十数名の職

員を動員いたしまして模擬店という形で参加させていただいているところ

でございます。 

 それから、当支店は寒川町商工会の会員でありますけれども、昨年より

観光協会さんの法人正会員に入会をさせていただきまして、そういった形

で、できる範囲でありますけども、まだまだ至らないところもたくさんご

ざいますけども、少しでもお役に立てればということで、企業単位での地

域への、微力ながらも貢献活動というところでございますので、ただ、そ

の中で感じるのは、各イベントに参加させていただいても、大体同じよう

なメンバーさんでしかご参加がないのかなというところは、実は正直なと

ころ感じているところであります。１社でも多くそういったところでご参

加いただければ、もっともっと町のイベントも盛り上がっていくだろう

し、知名度も高まってくるであろうということは皆さんと同意見でござい

ます。 
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 以上でございます。 

【梅村委員長】ありがとうございました。 

 

５．その他５．その他５．その他５．その他    

    

【梅村委員長】では、続きまして、その他でございます。事務局から何かござ

いますか。 

【事務局】事務局から１点。次回の委員会の開催日程についてご連絡をさせて

いただきます。 

 次回の当委員会につきましては、平成２９年度の事業のまとめとして各

事業の検証・評価を行っていただく予定でございます。ですので、開催時

期については、今年度はこれでおしまいということで、年度明けの検証結

果を取りまとめた５月、６月ごろをめどに委員会を開催させていただきた

いと考えております。詳細は決まり次第通知させていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 事務局からは以上です。 

【梅村委員長】ありがとうございました。 

【事務局】委員長、すいません、ちょっと補足で。 

【梅村委員長】どうぞ。 

【事務局】今皆様からいろいろなご意見いただきました。これまでこの当委員

会については１期目から同じような、こちら側から状況報告等させていただ

いて、皆様から意見をいただくというスタイルでやってきたんですけども、

皆さんそれぞれ得意なテーマ・分野というものをお持ちだと思いますので、

今後は委員長ともよくご相談させていただいて、今の私の個人的な、こんな

ことができないかなという中では、例えば、子育てなら子育て、学力向上な

ら学力向上、ほんとに寒川町の中で喫緊の課題で、１つそういうテーマ設定

をしながら、皆さんに、そんなに時間長くないかもしれないんですが、フリ

ートークという形で、ほんとの今のような雰囲気で活発に議論していただく

というやり方もあるのかなと思ってございます。 

 そういった中でどんどんいろんなご意見、生の声等聞かせていただく中

で、それらが町政にダイレクトに反映していくこともこの委員会を開催さ

せていただいている目的かなと思ってございますので、１期目の委員の

方々も貴重なご意見、そういった運営面でのご意見等も頂戴しているとい

う状況もありますので、今後も何かやっぱりこのまち・ひと・しごとの中

ではこういったこともやってみたらどうかということがございましたら、

お手数ですけれども、その都度ご遠慮なくこちらに寄せていただければ、

また委員長と相談させていただいて、場合によっては、今申し上げたとお

り、今年度予定がないと申し上げたんですが、状況によっては追加の開催

ということも検討してもいいのかなと私個人的には思ってございます。マ

ーケティングマネージャーの取り組みも今一所懸命やっていて、それがど

ういう内容なのか、また、今検討しているデザインがどういうものかとい

うことは皆さん非常にご興味あろうかなということもございますので、進

捗状況に応じて一度ご相談させていただきながら、また、場合によっては

今年度内にお集まりいただくことも可能性としてはないことはないかなと

思ってございますので、そんな形で進めさせていただければと思ってござ

います。よろしくお願いいたします。 

【梅村委員長】ありがとうございました。 

 それでは、予定された議事につきましてはこれで終了となります。 

 では、事務局にお返しいたします。 
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